
2025年度 活動報告書



2025年度 埼玉県「児童養護施設退所者等アフターケア事業」を受託し、

8年目である本年度も、社会的養護を巣立った若者たちに対し

就労支援・住居支援・自立・生活支援・居場所事業を実施、

さらに「皆登会 埼玉県女子自立更生センター」において、

刑余者、また住居を失った女性など、支援対象を広げて活動してまいりました。

また、今年度は2度目となるクラウドファンディングに挑戦しました。

今回は、社会的養護を巣立つ若者が進路の選択肢を広げることができる

奨学金制度をまとめたプラットホームを作ることを目標としました。

多くの皆様からのご支援と励ましのお言葉を賜りましたこと、

この場をお借りしましてあらためて御礼申し上げます。

若者たちが、たとえつまずいても何度でもリスタートできるように支えたい。

このテーマに今後も全力で取り組んでまいります。

引き続き、どうぞ皆様のお力をお貸しいただけますよう

何卒よろしくお願い致します。

一般社団法人コンパスナビ スタッフ一同
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居場所事業

‘25年度利用者数 のべ 710名
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埼玉県より受託している居場所事業「クローバーハウ

ス」をさいたま市浦和区に開設し7年目の運営となった

今年度は、同じく浦和区内の一戸建に移転しました。

利用者がのびのびと過ごせる広さ、皆で料理も楽しめ

るキッチン、何でも相談できる個室を備え、さらにグ

レードアップしたクローバーハウスとなりました。

社会的養護を巣立った若者たちを孤立させないように、

また何でも相談できる居場所として、利用者の心の拠

り所となっています。

開所：毎週木・金・土 12：00～20：00

コンパスナビスタッフとボランティアが2名以上で対応

安心できる「クローバーハウス」、新しい場所でスタート

さらに快適な居場所になりました！

利用登録者数 25名

利用者属性

㈱クラシカルエルフ様より利用者

の交通費を支給していただいてい

るため、遠方から通って来ている

利用者も多くなっています。

現在の居住地

埼玉
県内県外 さいたま

市内さいたま
市外

女性

男性

性別 ※2025年3月31日現在



イマヌエルオーケストラ交流会

クローバーハウスは、基本的に

は利用者が自由に過ごせる居場

所ですが、時にはみんなで楽し

めるイベントも開催しています。

NPO法人ピッコラーレ様による

「出張保健室」は、月1回の定

期開催を行っており、一人で抱

え込みがちな性に関する悩みを、

気軽に相談できるプログラムで

す。

また、イマヌエルオーケストラ

様による「演奏会」やベスト・

オブ・ミス様による「振袖撮影

会」など、さまざまな団体のご

協力のもとイベントを実施して

おり、いずれも大変好評をいた

だいています。

第二のクローバーハウス
「南風（みなかぜ）地域食堂」

さいたま市のカフェ 南風（みなか
ぜ）様のご好意により、毎月開催
している子ども・地域食堂を、ク
ローバーハウス利用者にも開放し
てくださっています。
地域のボランティアさんが作る温
かな料理をいただきながら、お年
寄りや子ども達と交流しています。

イマヌエルオーケストラ公演

安心できる居場所から、広がる出会いと体験

クローバーハウス利用者 M.Yさんインタビュー

私の居場所になったクローバーハウス

バランスボールイベント

クローバーハウスに出会う前の私は、精神的にもかなり落ち込んでいて、

仕事も長続きせず、借金もあって生活も本当にギリギリでした。そんな

時に叔母の紹介でクローバーハウスを知り、私の人生は大きく変わった

と思います。特に変わったのは仕事面です。以前は半年ほどで仕事を辞

めてしまうことが多かったのですが、紹介していただいた会社で働き始

めて、気づけば2年が経ちました。自分でも驚いていますし、大きな成

長を感じています。仕事が安定したことで借金も返すことができ、今で

はダブルワークができるくらい生活にも余裕が出てきました。また、実

家がない私にとって、クローバーハウスは「帰れる家」のような存在で

す。不眠症で眠れない時に休ませてもらったり、話を聞いてもらったり

して、何度も助けられてきました。

クローバーハウスに行けば誰かがいて、

安心して話ができるので、今では毎週

通うほど心の支えになっています。

本当に出会えてよかったと思っています。
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振袖撮影会

M.Yさん
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生活支援

‘25年度 生活支援対応数 19名

児童養護施設に入所する児童のうち約7割は虐待を受

けており、また約3割に何らかの障害があるという現

状から、個々の児童が抱える課題が複雑かつ多様化し

ており、自立支援の困難度が増しています。措置解除

後に一人暮らしを始めたとたんに、経済的、精神的、

社会的に孤立し、離職や退学、精神疾患、金銭的困窮

に追い込まれるケースが多くみられました。

住居喪失かつ所持金がない、スマホは止められている、

多くの借金、精神的不調、仕事が続かない等と、緊急

性も高く課題が複合的なケースが増加。精神的ケアを

含め、一人の支援対象者に対し、あらゆる側面からの

ケアと長期間にわたる支援が必要となってきています。

こうした問題に対応するため、専門的な見識やリソー

スを有する行政、弁護士、医師、保護司、専門支援団

体等の関係機関と連携し、ご協力をいただきながら支

援を実施。また困窮者には、サポーターの皆様からご

寄付いただいた食料品や日用品を提供しました。

困った時に寄り添ってくれる・・・そんな存在をめざして

緊急かつ長期ケアを要する

案件の増加
支援事例① 10代女性

家族からの虐待経験があり、現在は親元を離れて生活して

いる。アルバイト先での評価を受けて契約社員として就労

を継続していたが、職場においてパワーハラスメントを受

ける状況にあった。上司や本部へ相談を行ったものの改善

が見られず、心身への負担が大きい状態が続いたことから、

やむを得ず退職に至った。その後はメンタルの不調を繰り

返すなど、不安定な様子が見られたため、孤立を防ぎ安心

して状況を整理できるよう、本人と頻繁に連絡を取りなが

ら継続的な支援を行った。生活再建の途上にあり経済的に

も厳しい状況であったことから、生活の基盤を維持できる

よう、生活費および家賃の一部については他団体の支援金

や助成金を活用しながら対応した。

支援事例② 20代男性

仕事を退職した後、生活費に困窮し、金融機関から借入れ

を行う状況となった。あわせて会社の寮を退去する必要が

生じ、住まいを失う不安も重なっていたことから、他団体

の協力を得てシェアハウスへの入居を支援した。借金を抱

える中で裁判所からの通知が届くなど、精神的な負担が大

きく、体調も不安定な様子が見られた。そのため、まずは

安心して生活基盤を整えられるよう、自己破産に向けて法

テラスを紹介し、法的整理を進めることとした。現在は、

自己破産手続きを進めながら通院を継続し、週2日程度の

就労を開始している。

一緒に帰ったり、一緒にご飯を食べたり
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住居支援

‘25年度 住居支援対応数

18歳成人制度となってからは施設等退所後の賃貸物

件探しが容易となり、私たちへの支援依頼は減少して

きている一方で、「住まいを失ってネットカフェで寝

泊りしている」「今すぐに入れる住まいが必要」とい

う緊急を要する支援依頼が年々増加し、本年度も多く

の対応をしました。

コンパスナビは埼玉県指定の「居住支援法人」として、

社会的養護出身者をはじめ、生活困窮者、ＤＶ被害回

避、刑務所出所者等様々な方の住居支援を行っていま

す。

コンパスナビが所有する緊急避難住居への入居後には、

その後の住まい探しがスタートします。多くは働きな

がら社員寮に入居させてもらえる企業への就職活動支

援となります。

多くの協力企業様が特別な配慮をもって就業機会をつ

くってくださっています。本年度もご支援ありがとう

ございました。

生活のベースである住まいのサポート

緊急避難住居、就労+住まいの支援

支援事例 20代男性

幼少期から続く虐待環境から逃れるために家を出たものの、

住居を失った状態で当団体の支援につながった。本人は、

安心して過ごせる場所がないことへの不安を抱えており、

緊急的にホテルへの宿泊支援を実施。その後の面談を通し

て生活状況や精神状態の把握に努め、本人の「自分の力で

生活を立て直したい」という思いを確認したうえで、緊急

避難住戸への入所支援を行った。面談では、幼少期からの

つらい経験について少しずつ自身の言葉で語る様子が見ら

れた一方、「安定した生活を送りたい」「働きながら自立

したい」という前向きな気持ちも見受けられた。

入所後も、こまめな連絡や定期的な面談を継続し、各種行

政手続き、アルバイト就労、奨学金・支援金申請などを伴

走支援。本人とともに貯蓄計画や施設利用料の支払い計画

を作成し、自立に向けた生活再建を進めた。

その結果、本人が希望する形で転居先も決定し、無事に退

所となった。

15名
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就労支援

‘25年度就労支援対応数 30名

施設等退所後の若者たちの就職・再就職支援、また施設

等入所中の児童の就労体験を行っています。

①施設退所時に一度就職したものの、早期離職した若者

の支援の相談が多くなっています。そうしたケースでは

所持金がほぼないうえに、社員寮なども同時に退去せざ

るを得ず、緊急性が非常に高くなっています。

②高校中退者等で18歳未満の児童の就労相談も増加傾

向にあります。アルバイトなどの経験がない、他人との

コミュニケーションが難しい等のハードルがあります。

③精神障害者保健福祉手帳や療育手帳を所持している児

童の相談も少なくありません。手帳は取得していないも

のの、いわゆる「グレーゾーン」と思われる児童も多く、

一般就労が難しいケースが生じています。

社会への一歩をふみ出して自己実現をめざそう！

就労支援にあたっての高いハードル

‘25年度協力企業への就職者 3名

「働きながら住まわせてもら

える企業を見つけてほしい」

という支援要請が多く、住居

+就労ニーズにも迅速に応え

てくださる協力企業にご協力

を賜りました。社会的養護出

身者に特別な配慮をいただけ

る協力企業を就職情報誌にま

とめ、施設等に配布を行いま

した。

就労支援協力企業によるご協力

埼玉県から遠く離れた場所を就職先に選ぶ若者も
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コンパスナビでは、養蜂から商品づくり、販売までを

一貫して行う“ハチミツの6次産業”を通じた体験就

労（アルバイト）として、ユニークなプログラム「さ

いたまミツバチプロジェクト」を実施しています。本

プロジェクトには、社会的養護施設や里親のもとを巣

立ち、社会への一歩を踏み出すことに不安や困難を抱

える若者や、罪を犯し刑期を終えた女性が、社会復帰

の第一歩として参加しています。

自然の中での養蜂場の管理・整備作業、商品づくりに

おける協働作業、マルシェでの接客や会計業務などを

通じて、社会的スキルや就業経験を積むことができま

す。また、さまざまな経験を通じて、自身の得意・不

得意に気づく機会にもなっていると考えています。

さいたまミツバチプロジェクト」による体験就労と社会復帰支援

‘25年度プロジェクト参加人数のべ 30名

当プロジェクトで作ったハチミツ製品の売上の一部は、

若者たちのアルバイト代や就労支援に使わせていただ

いています。

ミツバチとともに踏み出す新たな一歩

就労支援事例 ② 20代女性

就労支援事例 ① 10代男性

施設退所後、一般企業へ就職したものの体調不良に

より研修期間中に退職。その後、適応障害と診断さ

れ、生活保護を受給しながら約4年間引きこもりの

生活を送っていたが、「働いて社会とつながりた

い」という思いから相談に至った。希望職種の確認

では「自分に何ができるかわからない」と不安を抱

えていたため、自己理解を深める目的でレディネス

テストを実施。面談を通じて、計算が得意である一

方、体力面に不安があることが明らかとなった。無

理のない就労につなげるため、関心を示した協力企

業への見学に同行。見学を経て就労意欲が高まり、

面談の結果採用が決定した。なお、フルタイム勤務

は負担が大きいと判断し、週3回から勤務を開始し、

段階的な社会復帰を支援している。

施設職員より、退所予定の男子に関する就労相談が

あり、本人の希望を踏まえ協力企業を紹介した。

職員同行のもと現地を訪問し、職場や寮の見学、近

隣地域の案内を経て、同企業への就労が決定した。

就労開始後は、企業および本人と継続的に連絡を取

りながら見守りを実施。初めての就労で戸惑いや疲

労から意欲の低下が見られる場面もあったが、その

都度、企業や施設職員と連携し、状況に応じた支援

を行い、現在も見守りを続けている。
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自立支援

‘25年度自立支援セミナー、イベント 21回

児童養護施設等に入所中の児童に向け、自立支援の一環

として、さまざまなセミナーやイベントを企画・開催し

ており、施設職員の方々や里親の方々にもご参加いただ

いています。

本年度も、多くの外部関係者のご協力のもと、楽しく、

かつ実生活に役立つセミナーやイベントを多数開催しま

した。また、コンパスナビ職員が施設等を訪問し、入所

中の児童や職員、里親の方々と直接関わることで、退所

後に「コンパスナビへ相談できる」という認知を高める

とともに、継続的な関係性の構築にも注力しています。

いつか施設等を巣立った時に、この経験を思い出してほしい

施設入所中の児童が、コミュニケーションや

自立に役立つ力を身につけられるように

参加者数 366名

さいたま子どもキャンプ

2回開催参加者数 70名

主催：埼玉県社会的養護を考える会様
協力：コンパスナビ

2泊3日で開催。施設の垣根を越えて交流することで、

参加者のコミュニケーション能力向上を図ります。

また、施設職員も参加することで、他施設の職員同士

が関係を築き、日頃の悩みを共有できる機会にもなっ

ています。

参加者感想

もうちょっとみんなで過ごしたかったな、という気持ち

です。ゴールデンウィークとかにまた開催してくれたら

最高です。（中２男子）

あと1週間くらい伸ばしてほしいと思うくらい楽しかっ

た。（中2女子）

キャンプでは、普段は話せないようなことも話せて、

みんなでレクリエーションもできて、とても楽しかった。

（高2男子）
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よしもとお笑い交流イベント

参加者数 65名
吉本興業㈱様ご協力

思いっきり笑い、夏休みの楽しい思い出を作ってもら

うこと、そして芸人さんや他の施設の児童との交流を

通してコミュニケーションについても学んでもらう場

として、毎年大好評のイベントです。

参加児童感想
「ぼる塾」にあえてうれしかった。

おもしろかったし、たのしかった。

芸人のたなべさんの「まあね～」がおもしろかった。

参加施設職員感想

毎年、子どもたちが楽しみにしている。

楽しい時間をありがとうございました。

夏休みの素敵な思い出になりました。

お金の管理トレーニング ×2回

参加者数 37名
東京スター銀行様ご協力

施設等を退所する前に、

自立して生活するため

のお金の管理を学ぶセ

ミナーです。何にいく

らお金がかかるのか？

どうすれば貯金できる

のか？等を楽しく学ん

でもらいました。

ネットリテラシーセミナー ×2回

参加者数 45名
近年、ネットトラブ

ルや闇バイトの問題

が若者の間で多発し

ていることから、実

際の事例をもとに

ネットの怖さや、

SNSとの正しい付き

合い方について、施

設入所中の早期から

学んでもらいました。

職業適性検査（ＧＡＴＢ）

参加者数 10名
自分の得手不得手を知り、職業選択の参考にして

いただけるよう、全施設入所中の児童を対象に、

無料で適性検査を実施しています。

阿部 佑介様ご協力

自立準備＆ハンバーグづくり

料理をしながら楽しく巣

立ちについて考えるイベ

ント。児童養護施設や、

里親家庭等で育った大学

生、専門学校生が中心と

なり、料理をしながら施

設退所後、里親家庭を巣

立った後に経験したこと

や相談事などをお話しし

ました。

参加者数 10名
協力：ぴあ応援団様、モバイ
ル・コミュニケーション・ファ
ンド様、朝日新聞厚生文化事業
団様



自立準備ホーム・緊急シェルター

‘25年度 入所者数 更生センター

緊急シェルター
自立準備ホーム「皆登会 埼玉県女子自立更生セン

ター」は、社会的援助が必要な女性に対し、自立支援、

住居支援、就労支援を行う施設。久喜市に立地し、シ

ングルルーム9室を備えています。

入所後、まずは自立に向かうための再生支援計画を立

て、身分証明書の取得、住所設定、携帯電話の取得、

健康保険加入、健康診断、通院同行、債務整理、法律

相談を実施。その後仕事や住まい探しをサポートし自

立への伴走を行っています。

また、様々な困難から住まいを喪失した方の緊急避難

住居としても利用されています。その場合にも、上記

のような様々な支援を行い、センターを退去した後も

安心して暮らせる環境づくりをサポートしています。

地域の方々との交流を通じて次への一歩を！

女性たちのＲＥスタートをサポート

埼玉県女子自立更生センターは
多くの地域の皆様に支えられています

支援事例 10代女性

親族との関係悪化をきっかけに、静かな環境で生活を立て直

したいという思いから当センターへ入所した。入所当初は、

入寮規則や共同生活のルールを守ることが難しく、就労への

意欲も継続しない状況が見られた。また、以前からの交友関

係の中で遊びや外泊を繰り返すなど、生活面でも不安定な状

態が続いていた。しかし、職員が継続的に寄り添いながら支

援を行う中で、少しずつ本人の心境や行動に変化が見られる

ようになった。定期的な面談では、将来の希望や就労、家族

関係について一緒に整理し、生活改善に向けた支援を実施し

た。アルバイト就労を続ける中で、本人からは「お客さんに

『ありがとう』と言われるのがうれしい」といった前向きな

言葉も聞かれるようになり、仕事へのやりがいや自信を持て

るようになった。その後、生活面も安定し、親族との関係も

改善したことから、自宅へ復帰する形で退所となった。

3名
6名
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手打ちうどんイベント 料理を皆で作って食事会

人気の講座「笑い文字」 味噌づくりイベント



講演会

‘25年度 講演会回数

2025年度も、虐待問題、社会的養護を巣立った若者が

直面する問題、また刑務所出所者の再犯防止等をテーマ

とした講演会活動に積極的に取り組みました。

こどもや若者を取り巻く問題や、コンパスナビの取り組

みについて実例を交えながらお伝えするとともに、「私

たち一人ひとりに何ができるか？」を考えるきっかけと

なっていただけるような内容としています。本年度も下

記のように多くの団体、行政、学校、企業より講演会、

講師派遣の依頼をいただき活動してまいりました。

一人ひとりができることを社会全体で考えるために

多くの講演会で多くの皆様にお会い

することができました

57回

‘25年度登壇実績（一部）順不同・敬称略

★学校法人東洋大学 ★埼玉県里親会

★羽田幼児教育専門学校 ★浦和区倫理法人会

★NPO法人ビーンズふくしま ★埼玉県歯科医師会

★JAIFA埼玉県協会 ★浦和南ロータリークラブ

★浦和ダイヤモンドロータリクラブ

★鴻巣イブニングロータリークラブ

★一般社団法人 日本経済団体連合会

★プルデンシャル生命保険株式会社 東京第五支社

★公益社団法人日本小児科学会

★公益社団法人東京社会福祉士会 その他多数
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若者たちの“リスタート”をご支援いただいた皆様

2025年度もありがとうございました
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【法人継続寄付】 

(株)クラシカルエルフ

(株)スヤマコーポレーション

(株)オーシーエス商事

アイ社会保険労務士法人

(株)浜野保険事務所

(有)小川屋

ＮＰＯ法人ゆたかなビレッジ

(株)KI food service

SASP

(株)インター・アート・コミッティーズ

【法人一般寄附】

株式会社ファンケル

公益社団法人生命保険ファイナンシャル

アドバイザー協会埼玉県協会

埼玉県更生保護女性連盟

久喜地区更生保護女性会

加須地区更生保護女性会

幸手地区更生保護女性会

久喜・幸手地区保護司会

【個人継続寄付】 77名

【個人一般寄付】 69名(延べ)

【オンライン寄付サイト】

 KDDIキボウのカケハシ

Give One（ギブワン）

【寄付型自動販売機設置】

(株)浜野保険事務所

(株)パジャンカ 業務本部

(有)東武建総相模町事務所

(株)ブルーノ

デイサービスセンター言葉の森

コアロード武蔵浦和

土浦北インター自動車学校

(有)吉川印刷

茨城けんなん自動車学校

特別養護老人ホーム信愛の園

(有)あいおい保険イースト草加支店

さめしま整形外科

扉ホールディングス(株) 

海老澤工業(株)

千里浜なぎさドライビングスクール

アクアはくい

シルクビーチ

白井エコセンター

【住居支援】

(株)Casa

(株)ストラットフォード

特定非営利活動法人助け合い村

【雇用協力】

(株)東榮自動車

(株)アールキューブ

(有)J-ART（店舗名：礎）

(合)IZUMIC

(株)リバーエッジ

(株)だいね

(株) CareNation

(株)コマーム

鶴ヶ島みどり保育園

医療法人永寿会 陵北病院

農業生産法人 (株)塚田牧場

農業生産法人 (株)はな咲

(株) LCVロジスティクス

(株)リープ

(株)イーストジャパン

(株)アース・エコ

(株)三協運輸サービス

(株) TMN

(有)ライフアシスト

(株)パジャンカ

中央運送(株)

(株) LCVリレーション

(有)日暮電気

(有)光環境

南信電設(株)

(株) S-TEKT

四光電気工事(株)

東凌アクセス(株)

(株)アクト・ファクトリー

アイバ産業(株)

クリーンシステム(株)

(株)サンワード

(有)東武建総

(株)エアコンサービス

板通(株)

(有) RCダイヤ

(株)愛蓮塗装

(株)スガノ電機工事

(株)大利根ビニール

光興業(株)

(株) FAR EAST

(株)月山架設工業

(株)ロックLABO

医療法人 彩清会清水病院グループ

(株)地産智生（むつざわヤギ牧場）

(有)スクスイトランスポート

(株)ジェイムスコーポレーション

協栄流通(株)コープデリグループ

(株)アクト・ファクトリー東京支店

【体験就労受入協力】

生活協同組合コープみらい

埼玉ワーカーズ・コレクティブ連合会

生活クラブ生活協同組合・埼玉

日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）

連合会センター事業団埼玉事業本部

(株)パルライン

(株)パルブレッド

(株)インター・アート・コミッティーズ

クラウドファンディングでは
192人の方々にご協力いただきました！

順不同・敬称略

(有)アクアビルケア

(株)オーシーエス商事

(株)三巧クリーン

(株) Aコネクト

(株)エクス・アドメディア

(株)髙中板金工業

川上工業(株)

(株)塚田

(株)髙中板金工業

(株)藤和プレス

ツネイシカムテックス(株)

(株)プラナエンジニアリング

(株)小田島商店

(株)プラナエンジニアリング

(有)中妻自動車工業

(株)スヤマコーポレーション

アンツネクスト (株)

(株)三年目ほーるでぃんぐす

(有)re’spect

(株)マルシン電設

(株)ガーデン・ファーム・ファクトリー
太陽商事株式会社（行田自動車教習所有限会社）

【連携・事業協力】

浦和中ロータリークラブ

【クラウドファンディング応援・協力】

岩井 俊二 様

村田 早耶香 様

古原 靖久 様

サヘル・ローズ様

(株)きかんし

扉ホールディングス(株)

豊工業(株)

(株)永井塗装

(株)アプト

(株)ゼットクリーンシステム

大宮自動車教習所

(株)みちのく建設

(株)ありがたい

(株)イオンネクストデリバリー

(株)ゆでたろう

(株)プリネッツ

(株)ギルド

(株)どりーむ

(株)Bells

(株)幸榮装飾

(株)B級グルメ研究所

(株)ナッツ

町 亞聖 様

高祖 常子 様

吉沢 康弘 様
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TEL:048-815-4111  FAX:048-815-4112 

所在地 埼玉県さいたま市浦和区高砂2丁目5番1号 KOMON 7階

2026年度も引き続きご支援

よろしくお願いいたします

コンパスナビ ホームページ
https://compass-navi.or.jp/

ＳＮＳで活動情報発信中！
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